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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第119期

第３四半期連結
累計期間

第120期
第３四半期連結
累計期間

第119期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 15,337,992 15,154,520 20,411,533

経常利益 （千円） 2,071,642 1,699,907 2,667,416

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,472,356 1,196,966 1,905,159

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,653,950 1,036,859 1,874,419

純資産額 （千円） 20,935,455 21,997,030 21,155,924

総資産額 （千円） 25,897,785 26,862,927 26,640,460

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 195.56 158.98 253.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 80.8 81.9 79.4

 

回次
第119期

第３四半期連結
会計期間

第120期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 65.57 47.48

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

       ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

       ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

       ４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っておりま

す。

 

(1）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、足元では米中貿易問題が国内企業の生産活動に影響を及ぼし

つつあるものの、企業収益や設備投資が伸長するなど、底堅く推移しております。

　特殊鋼業界の主要な需要先である自動車産業では、米国市場が伸び悩むものの、アジアでの販売が好調であり、

堅調に推移しております。

　このような環境の中、当社グループの特殊鋼事業では、国内自動車関連の増産要請への対応が続く一方、半導体

関連客先の需要低迷の影響で、売上はほぼ横ばいとなり、利益は前年同四半期に比べ減少いたしました。このほ

か、鋼材事業において、インド子会社の生産開始に向けた取り組みを引き続き推進しております。

　不動産賃貸事業につきましては、一層のサービス向上に努め、業績は安定的に推移いたしました。

 その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ183百万円減の15,154百万円となり

ました。経常利益は前年同四半期に比べ371百万円減の1,699百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同

四半期に比べ275百万円減の1,196百万円となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①特殊鋼事業

　売上高は前年同四半期に比べ49百万円増の13,434百万円、セグメント利益（営業利益）は385百万円減の791

百万円となりました。

②不動産賃貸事業

　売上高は前年同四半期に比べ232百万円減の1,719百万円、セグメント利益（営業利益）は63百万円増の848

百万円となりました。

(2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ222百万円増加し、26,862百万円とな

りました。主な要因は次のとおりであります。

・債券の購入等により投資有価証券が345百万円増加、債券の償還等により有価証券が200百万円減少しておりま

す。

・インド子会社における工場建設等により建物及び構築物が333百万円増加しております。

・原材料及び貯蔵品が250百万円増加しております。

・現金及び預金が433百万円減少しております。

　一方、当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ618百万円減少し、4,865百万円となりま

した。主な要因は次のとおりであります。

・未払法人税等が350百万円減少しております。

・前連結会計年度末と比べ引当対象期間が異なるため、賞与引当金が185百万円減少しております。

　また、当第３四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益1,196百万円を主な要因と

して、前連結会計年度末に比べ841百万円増加し、21,997百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は、前

連結会計年度末に比べ2.5ポイント上昇し、81.9％となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、113百万円（売上金額比0.8%)で

あります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

   当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,200,000

計 30,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,550,000 7,550,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100

株であります。

計 7,550,000 7,550,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 7,550,000 － 827,500 － 560,772

 

（５）【大株主の状況】

 　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　21,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,525,700 75,257 －

単元未満株式 普通株式　　　3,300 － －

発行済株式総数 7,550,000 － －

総株主の議決権 － 75,257 －

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

東北特殊鋼株式会社

仙台市太白区長町

七丁目20番１号
21,000 － 21,000 0.28

計 － 21,000 － 21,000 0.28

（注）当第３四半期会計期間末における自己株式数は21,041株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から

平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

東北特殊鋼株式会社(E01245)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,647,324 5,213,681

受取手形及び売掛金 ※ 3,045,384 ※ 3,064,467

電子記録債権 ※ 738,369 ※ 787,875

有価証券 700,000 500,000

商品及び製品 223,731 199,895

仕掛品 1,020,327 997,361

原材料及び貯蔵品 829,466 1,080,005

その他 110,232 121,435

貸倒引当金 △262 △270

流動資産合計 12,314,574 11,964,452

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,308,053 5,641,966

機械装置及び運搬具（純額） 1,587,998 1,566,230

工具、器具及び備品（純額） 99,152 114,131

土地 2,274,266 2,274,558

建設仮勘定 441,659 398,994

その他（純額） 22,299 20,464

有形固定資産合計 9,733,430 10,016,345

無形固定資産 118,463 112,657

投資その他の資産   

投資有価証券 4,025,867 4,370,912

従業員に対する長期貸付金 640 782

繰延税金資産 229,428 181,992

その他 221,377 218,699

貸倒引当金 △3,321 △2,913

投資その他の資産合計 4,473,991 4,769,472

固定資産合計 14,325,885 14,898,475

資産合計 26,640,460 26,862,927
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 1,685,202 ※ 1,608,996

未払法人税等 461,683 110,886

賞与引当金 346,245 160,551

役員賞与引当金 13,330 －

その他 ※ 816,197 ※ 836,264

流動負債合計 3,322,658 2,716,698

固定負債   

長期預り金 1,846,624 1,846,624

修繕引当金 232,450 246,669

環境対策引当金 29,962 －

退職給付に係る負債 44,240 49,413

その他 8,600 6,492

固定負債合計 2,161,877 2,149,198

負債合計 5,484,535 4,865,897

純資産の部   

株主資本   

資本金 827,500 827,500

資本剰余金 560,993 560,993

利益剰余金 19,355,882 20,357,096

自己株式 △18,272 △18,272

株主資本合計 20,726,104 21,727,318

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 487,264 370,189

為替換算調整勘定 △57,444 △100,476

その他の包括利益累計額合計 429,820 269,712

純資産合計 21,155,924 21,997,030

負債純資産合計 26,640,460 26,862,927
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 15,337,992 15,154,520

売上原価 12,095,583 12,200,985

売上総利益 3,242,409 2,953,534

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 239,756 310,422

給料及び手当 345,247 374,603

賞与引当金繰入額 41,051 39,637

退職給付費用 12,086 11,202

その他 642,311 577,441

販売費及び一般管理費合計 1,280,453 1,313,307

営業利益 1,961,955 1,640,226

営業外収益   

受取利息 22,219 40,413

受取配当金 29,234 28,254

為替差益 69,917 1,776

その他 35,628 51,545

営業外収益合計 156,999 121,990

営業外費用   

売上割引 8,640 9,572

固定資産除却損 23,550 11,055

その他 15,122 41,682

営業外費用合計 47,313 62,310

経常利益 2,071,642 1,699,907

特別利益   

投資有価証券売却益 46,412 －

特別利益合計 46,412 －

特別損失   

投資有価証券売却損 9,910 －

特別損失合計 9,910 －

税金等調整前四半期純利益 2,108,144 1,699,907

法人税、住民税及び事業税 515,210 405,097

法人税等調整額 120,577 97,842

法人税等合計 635,787 502,940

四半期純利益 1,472,356 1,196,966

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,472,356 1,196,966

 

EDINET提出書類

東北特殊鋼株式会社(E01245)

四半期報告書

10/16



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 1,472,356 1,196,966

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 191,835 △117,075

為替換算調整勘定 △10,242 △43,032

その他の包括利益合計 181,593 △160,107

四半期包括利益 1,653,950 1,036,859

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,653,950 1,036,859
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　期末日満期手形等の会計処理

　当第３四半期連結会計期間末は、金融機関の休日でありましたが、満期日に決済が行われたものとして処理しており

ます。

　当第３四半期連結会計期間末残高から除かれている第３四半期連結会計期間末日満期手形等は、次のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 37,295千円 41,043千円

電子記録債権 200,786千円 204,900千円

売掛金（期日現金） 165,637千円 235,519千円

支払手形 10,301千円 15,340千円

買掛金（期日振込） 76,748千円 66,727千円

その他（未払金（設備）（期日振込）） 33,017千円 6,901千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 490,574千円 523,928千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 90,348 12.00  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金

平成29年10月30日

取締役会
普通株式 97,877 13.00  平成29年９月30日  平成29年11月16日 利益剰余金

（注）平成29年10月30日取締役会決議による１株当たり配当額には、創業80周年記念配当３円を含んでおります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 105,405 14.00  平成30年３月31日  平成30年６月29日 利益剰余金

平成30年10月30日

取締役会
普通株式 90,347 12.00  平成30年９月30日  平成30年11月16日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 特殊鋼事業 不動産賃貸事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 13,385,713 1,952,279 15,337,992

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 13,385,713 1,952,279 15,337,992

セグメント利益 1,177,018 784,937 1,961,955

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 特殊鋼事業 不動産賃貸事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 13,434,813 1,719,706 15,154,520

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 13,434,813 1,719,706 15,154,520

セグメント利益 791,669 848,557 1,640,226

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 195円56銭 158円98銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
1,472,356 1,196,966

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
1,472,356 1,196,966

普通株式の期中平均株式数（株） 7,529,038 7,528,959

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成30年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………90,347千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………12円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年11月16日

　（注）平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

 

EDINET提出書類

東北特殊鋼株式会社(E01245)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月12日

東北特殊鋼株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 草野　和彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 成田　孝行　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北特殊鋼株式
会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平
成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北特殊鋼株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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